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二酸化炭素を原料として合成したポリマーは、熱可塑性プラスチックとしての利用 

が期待される。従来の重合法では、バックバイティングと呼ばれるポリマーの崩壊 

が問題となり、副原料であるプロピレンオキシドを十分に消費する前に反応を終了 

させていた。 今回、 新しく開発した触媒は、 エンドキャッピングサイトをもつため、 

この崩壊プロセスを押さえることができた。 

（詳細は別紙参照） 
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プラスチック原料としての二酸化炭素の利用 

二酸化炭素（CO 2 ）は熱力学的に安定で、化学的反応性に乏しい。このため、極めて豊富 

な炭素源であるにも関わらず、その有効利用は限られている。一例として、CO 2 とエポキシ 

ドの共重合がある。エチレンオキシドあるいはプロピレンオキシドなどのエポキシドが、 

亜鉛触媒存在下、CO 2 との共重合体を与えることは 1968 年に見つかった。以来、多くの触 

媒が開発され、また近年、このポリマーの熱可塑性プラスチックとしての用途開発が進ん 

でいる １） 。 

従来法の問題点 

重合は、触媒活性中心上でエポキシドと CO 2 が次々に取り込まれて進む。この結果、図１ 

の上下２方向にポリマーが伸長していく。この過程において、従来の合成法では、ポリマ 

ーが触媒中心から一瞬でも離れると、バックバイティングと呼ばれるポリマーの崩壊がお 

こることが問題だった。このため、長いポリマーを得るためには、副原料であるプロピレ 

ンオキシドを十分に消費する前に反応を終了させる必要があった。今回、新しく開発した 

触媒は、触媒活性中心の近傍に、「エンドキャッピングサイト」と名付けた部位をもつ（図 

２）。この触媒では、伸びてきたポリマーが触媒中心から離れる際には、隣接するエンドキ 

ャッピングサイトからプロトン移動がおこり、活性な末端がキャッピングされてしまう。 

不活性化された末端からは崩壊反応がおこらない。さらに、不活性化されたポリマーが再 

び触媒中心上にもどってくる際には、プロトンをキャッピングサイトに戻して、活性を取 

り戻す。以上のトリックを用いることで、貴重な副原料であるプロピレンオキシドを効率 

よく利用できるようになった。 

図１ 従来法における崩壊プロセス 図２ エンドキャッピングによる崩壊防止 
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